






















Research on Care Welfare Students who wish to get Jobs in Ordinary 
Companies or Government
－ The Inﬂ uence of Learning Processes on Changes in Consciousness －
Isao TANI
　Among students who enroll at training institutions with the intention of becoming a care 
worker, there are more than a few whose intentions waver in the process of learning on 
their training course and consider ﬁ nding jobs in ordinary companies or government after 
they have graduated. This research implemented interview-type surveys on students (4 
year course) at care worker training institutions who would be graduating in March the 
following year and who wished to get jobs in ordinary companies and government. From 
their opinions, the results suggested that while they had the following motivations at the 
time of enrollment: “there was someone close to me who required care at the time” and 
“it’s a job that is required by society”, they formed an image of their future during the 
process of learning and wanted to judge whether or not care work was a job that they 
really wanted to do so they had a cautious attitude towards and worried about this work.
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らの将来について迷い悩む時期であることな
ど様々な要因が関連し合っているが、一概に
は言うことは困難である。しかし、財団法人
介護労働安定センターが平成20年度に実施し
た介護労働者に対する就業意識調査２）での
項目「働く上での悩み、不安、不満等につい
て（複数回答）」の結果では、「仕事内容の
わりに賃金が安い（58.3％）」「人手が足らな
い（51.0％）」「業務に対する社会的評価が低
い（41.3％）」「身体的負担が大きい（38.2％）」
といった回答が上位を占め、介護福祉職を取
り巻く環境のマイナスイメージや将来への不
安が、学生に与えている要因として示唆され
る。また、やりがいや希望といった不安を払
拭するような精神的部分を学習として伝える
ことの難しさが教育上の課題点になると思わ
れる。介護福祉士の魅力を十分に伝えること
ができてきたのか、というこれまでの介護福
祉士教育の反省からも点検する必要性がある
のではないかと考えている。
Ⅰ．研究方法
１．調査対象
　介護福祉士養成校であるＡ福祉大学（４年
課程）に籍を置く一般企業、行政職内定及び
希望の在学生４名（男性１名・女性３名）と
した。
２．調査方法
　一般企業、行政職内定及び希望の在学生に
対して、質問項目を設定した上で自由に発言
を行う半構造化面接をグループインタビュー
で実施した。なお、発言された内容について
は調査協力者の承諾の下、ビデオテープに録
画、録音した。調査日は平成21年８月３日に
実施した。
３．調査項目
　一般企業、行政職内定及び希望の在学生に
対する調査項目はつぎの通りである。①入学
前、介護福祉士取得（課程）を目指した動機、
②これまでの養成校での学習についてどのよ
うに感じているか、③企業または行政職への
就職を決断した時期、④介護福祉職ではなく、
企業または行政職への就職を意識したきっか
け、⑤決断をした時の気持ち、⑥介護福祉職
以外に就職を希望した時の周りからの反対、
⑦今後、介護福祉士の資格を活かせる可能性、
⑧仕事を選択する上で大切にすること、⑨介
護福祉士養成課程の大学に入学して良かった
か、以上９項目とした。
４．分析方法
　各調査項目から出された回答の内容をカテ
ゴリー化し、その関連性についてＫ J法によ
る分析を実施した。
　また、倫理的配慮として調査協力者の氏名、
内定企業、行政先は一切公表しないこと、発
言内容及び結果については研究目的以外には
使用しない旨を口頭で説明し、了承を得た。
Ⅱ． 一般企業及び行政職就職の介護福祉
学科卒業生の現状
　介護福祉士養成校であるＡ福祉大学（４年
課程）の平成18年度～20年度、介護福祉学科
卒業生計294名の進路状況について進路区分
別集計をまとめ、その年代の傾向について考
察を加える。なお、卒業生の進路状況のデー
タについてはＡ福祉大学進路指導部の協力を
得ることができた。
１．統計の整理　
１）平成18年度卒業生の進路状況（図１）
　 　97名の内、施設・病院91名（93.8％）となっ
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ており、一般企業６名（6.2％）の卒業生
が福祉、介護現場には就職していない。
２）平成19年度卒業生の進路状況（図２）
　 　就職した卒業生104名の内、施設・病院
66名（63.5％）、介護関連企業９名（8.7％）
となっており、一般企業28名、行政１名の
計29名（27.8％）が福祉、介護現場には就
職していない。
３）平成20年度卒業生の進路状況（図３）
　 　就職した卒業生93名の内、施設・病院74
名（79.5％）、介護関連企業8名（8.6％）と
なっており、一般企業10名、行政１名の計
11名（11.8％）の卒業生が福祉、介護現場
には就職していない。
２．統計結果からの考察
　過去３年間の介護福祉学科卒業生の進路先
としては、平均78.9％が施設・病院関係に就
職をしていることになる。また、介護保険制
度下における居宅介護事業への民間企業参入
が著しくなった2000年以降は、介護関連企業
への就職も選択肢の一つとして幅が広がり、
平成19年度、平成20年度には平均8.65％が就
職している。前述との２つを合わせると、８
割強の卒業生が実施主体は違うものの、いず
れかの福祉、介護現場に羽ばたいていること
になる。
　一方で、一般企業及び行政に就職したも
のは過去３年間の平均で15.3％となってい
る。特に平成19年度卒業生においては29名
（27.8％）と他の年度に比べ際立って高いこ
とを指摘することができる。この要因として
は、介護福祉職の人材不足が叫ばれる一方で
職員に対する過酷な労働条件に比べて安い賃
金、社会的地位の低さ等、介護福祉職のマイ
ナスイメージがマスメディア等を通して一般
社会にも広く目や耳にすることが多くなった
時期であると記憶している。また、2006年度
には厚生労働省社会・援護局長の私的諮問機
関として「介護福祉士のあり方及びその養成
プロセスの見直し等に関する検討会」３）が
設置され、介護福祉士制度の見直しがさまざ
まな形で見え始めた時期でもある。外国人介
護士の受け入れという課題も含め介護福祉士
の専門性が問われる転換時期であったことが
推察される。そして介護現場においては平成
18年４月１日から高齢者虐待防止法が施行さ
れ、介護現場における高齢者虐待の実状を授
業やマスメディアを通して知る機会が多くな
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る。厚生労働省が実施した「平成19年度　高
齢者の虐待防止、高齢者の養護者に対する支
援等に関する法律に基づく対応状況等に関す
る調査結果」４）において、平成19年度は市
町村における虐待相談・通報対応件数が前年
度に比べ飛躍的に増えてきているとの報告が
なされている。このような報告結果は、介護
福祉現場を敬遠する学生自身に与える影響の
材料としては十分である。
Ⅲ． 一般企業、行政職内定及び希望の在
学生に対する調査結果
１ ．半構造化面接における発言内容のカテゴ
リー化
　一般企業、行政職内定及び希望の在学生た
ちの発言内容からは、大きく４つのカテゴ
リーを抽出することができた。
　第１は「入学動機」であり、「他者からの
助言」「資格の有効性」「介護福祉現場以外で
の知識の活用」「楽観的な動機」の４つのサ
ブカテゴリーで構成されている。ここでは大
学入学以前の気持ちや将来像、周りからのア
ドバイスといった意見が聞かれている。自分
にとって役に立つのではないかという、未だ
ぼんやりとしか見えてはいない将来への期待
感もここには含まれている。
　第２は「介護福祉実習での体験」であり、「衝
撃的な職員の言動」「働き難い施設の雰囲気」
「体力的な問題」「精神的な負担」の４つのサ
ブカテゴリーで構成されている。ここでは臨
床場面である介護実習での体験を通して感じ
とった、学生たちの率直な意見が聞かれてい
る。
　第３は「周りからの影響力」であり、「周
りからの共感的な意見」「周りからの支え」「企
業への好印象」の３つのサブカテゴリーで構
成されている。介護福祉職を選択しないとい
う自分に対して否定せず共感してくれる、ま
た背中を後押してくれた人の存在、そして企
業への魅力もここには含まれる。
　第４は「自らの判断の正当性」であり、「知
識・経験の活用」「学習・体験への満足」「企
業における福祉と介護」の３つのサブカテゴ
リーで構成されている。介護福祉学を学ぶ大
学を選択した自らを肯定的に捉え、大学で学
んだ知識や経験を他分野でも活かしていきた
いという思いが含まれている。
　これら４つの各カテゴリーがどのような内
容を示しているかについて、以下、具体的に
説明してみよう。
２．入学動機（表１）
表１　入学動機
サブカテゴリー コ　ー　ド
他者からの助言
・ 性格的に向いていると親にい
われる。
・高校の教員に勧められる。
・親に勧められる。
資格の有効性
・資格があれば仕事はみつかる。
・ 将来、必ず役に立つ資格と聞
いた。
・ 福祉人材が求められていると
聞いた。
介護福祉現場
以外での知識
の活用　　　
・ 人間関係を作る上で大切なこ
とが学べる。
・ どのような場面でも知識は無
駄にならない。
楽観的な動機
・ 福祉や介護であれば親からの
受けも良い。
・一人暮らしがしたかったから。
・ ４年間をかけて自分のやりた
いことを見つければ良いと
思ったから。
　介護福祉士養成校への入学動機において
は、「他者からの助言」「資格の有効性」「介
護福祉現場以外での知識の活用」「楽観的な
動機」の大きく４つのサブカテゴリーを抽出
することができた。次に、これら各サブカテ
ゴリーがどのようなことを具体的に示してい
るのかを述べる。
介護福祉学生の「一般企業・行政職」就職希望者に関する研究　－学習過程が意識の変化に与える影響－
－73－
　第１に「他者からの助言」においては、自
覚はしていないものの介護福祉職が向いてい
るのではないかと親や高校の進路指導教員か
ら勧められ選択したことが挙げられる。周り
の人間に対して優しく気配りができる性格、
または誠実さといった評価を他者から受けて
いることが想像できる。第２に「資格の有効
性」では、福祉人材が求められているため将
来的に資格さえあれば、容易に仕事は見つけ
ることができるといった就職活動に直結した
判断が見えてくる。第３の「介護福祉現場以
外での知識の活用」では、たとえ将来介護福
祉現場に就職しないとしても、福祉や介護の
知識は他の場面でも十分に活用することがで
きるのではないかという考えを持っていたと
の意見が聞かれた。また、良好な人間関係を
作ることを学問的に学ぶことは社会に出てか
らも有効な知識、技術として捉えている。第
４の「楽観的な動機」では、福祉や介護であ
れば親の受けも良いといった考えや一人暮ら
しがしたかったとの考えも聞かれた。また、
介護福祉現場だけに囚われるのではなく、入
学からの４年間を有意義に使い本当に自分の
やりたいことを見つけていきたいという考え
もここには含まれる。
３．介護福祉実習での体験（表２）
表２　介護福祉実習での体験
サブカテゴリー コ　ー　ド
衝撃的な職員
の言動　　　
・介護福祉現場が冷たい。
・職員が上司の文句を言っていた。
・ 介護福祉現場がぎすぎすして
いた。
・ 尊敬できる職員から給料の安
さを聞かされた。
・介護が作業的であった。
働き難い施設
の雰囲気　　
・施設理念が自分に合わない。
・施設が合わなかった。
・この施設では働けないと思った。
・雰囲気が自分には合わない。
体力的な問題 ・体力的に自信がない。
精神的な負担
・ 自分も将来、冷たい職員になっ
てしまうのではないかという
怖さを感じた。
・ 排泄物に触れじん麻疹ができ
た。
　介護福祉士取得に必修科目である介護福祉
実習での体験においては、「衝撃的な職員の
言動」「働き難い施設の雰囲気」「体力的な問
題」「精神的な負担」の４つのサブカテゴリー
が抽出することができた。次に、これら各サ
ブカテゴリーがどのようなことを具体的に示
しているのかを述べる。
　第１に「衝撃的な職員の言動」では、実習
施設の職員関係が悪いため常にギスギスして
おり、利用者への対応も作業的であり冷たさ
を感じた等の経験をしてきている。将来、自
分もこのような冷たい職員になってしまうの
ではないかという恐怖心を抱くまでに至って
いる。また、実習中に丁寧に指導をしてくれ
た尊敬できる職員から、上司の悪口や給料の
安さを聞かされるといった経験をしてきてい
る。第２に「働き難い施設の雰囲気」では、
実習施設の理念が自分には合わないと感じて
しまっている。そこには自分がやりたいこと
ができない雰囲気があり、このような施設で
は働けないと思う経験をしてきている。第３
の「体力的な問題」では、日頃体験していな
い長時間の実習に加え慣れない通学方法と
いった部分での体力的な負担は、彼らにとっ
て非常に大きい問題として挙げられる。また、
第３段階で実施された夜間帯勤務が、体力的
な負担に与える影響が大きいことは容易に想
像できる。第４の「精神的な負担」では、職
員による介護に対する否定的な言葉や第２の
サブカテゴリーに出てきた意見である施設の
働きにくい雰囲気に身を置いているという環
境が、さらに拍車をかけることになっている。
また介護実習中による疲れや、やらされてい
るという感情があれば、そのことがかなりの
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精神的負担に与えていることは言うまでもな
い。
４．周りからの影響力（表３）
表３　周りからの影響力
周りからの共
感的な意見　
・ 「介護はやってられない」と友
人からいわれた。
周りからの支え
・親からの反対は無かった。
・周りの人たちも理解してくれた。
・ 介護の仕事は大変であると親
が言ってくれた。
企業への好印象
・就職説明会での対応が良かった。
・他の職種の方が給料が良い。
・ 企業説明会で直感的に就職し
たいと感じた。
・ 先輩たちが企業に就職してお
り話しを聞いていた。
　介護福祉職を選択しないと決断するまでの
過程においては、それまでに周りにいる者か
ら大きな影響を受けていることが考えられ
る。周りからの影響力においては、「周りか
らの共感的な意見」「周りからの支え」「企業
への好印象」の３つのサブカテゴリーを抽出
することができた。次に、これら各サブカテ
ゴリーがどのようなことを具体的に示してい
るのかを述べる。
　第１に「周りからの共感的な意見」では、
同じ学科にいる友人から「介護の仕事はやっ
ていられない」との発言を聞く事で、自分だ
けではないという気持ちに至り安心できた。
介護福祉職に就かないと思うと不安になって
いたが気持ちを整理することができるように
なったとの意見が聞かれた。第２の「周りか
らの支え」においては、卒業後に介護福祉職
に就かないことに対して親からの反対はな
く、自らの決断を支えてもらうことができた。
また、介護福祉現場は体力的にも大変である
と理解を示してくれたとの意見が聞かれる。
第３の「企業への好印象」では、就職説明会
に参加した際の担当者の対応がとても良かっ
た、直感的に就職したいと素直に感じられた
との意見が聞かれた。
５．自らの判断に対する正当性（表４）
表４　自らの判断の正当性
知識・経験の
活用　　　　
・ お客さまとのコミュニケー
ション。
・ 高齢者、障害者のお客さまと
の関わり方。
・高齢者の住民との関わり。
・お客さまのニーズ把握。
・ 知識や経験を活かして、福祉
用具、住宅改修の仕事がしたい。
・ リフォーム希望のお客さまへ
のアドバイス。
学習・体験の
への満足　　
・ 人のことを考える癖をつける
ことができた。
・人に対する勉強ができた。
・視野を広げることができた。
・ 実習では今までは分からな
かった自分を発見できた。
・ 人を理解する学問を学べたの
は良かった。
・ 一つの事柄であっても様々な
アプローチがあることが分
かった。
・ コミュニケーションを学問的
に学べたのは良かった。
・ 実習では働くことへのイメー
ジができた。
・ さまざまな人たちに出会うこ
とができた。
・ 高齢者、障害者の方々と出会
えたことは貴重。
・自分が変わることができた。
企業における
福祉と介護　
・ 企業内にもさまざまな福祉が
存在している。
・福祉は介護現場だけではない。
　卒業後に介護福祉現場に就かないという決
断をした、自らの判断に対する正当性におい
ては「知識・経験の活用」「学習・体験への
満足」「企業における福祉と介護」の３つの
サブカテゴリーを抽出することができた。次
に、これら各サブカテゴリーがどのようなこ
とを具体的に示しているのかを述べる。
　第１に「知識・経験の活用」では、企業で
の営業職に就いた時のお客様とのコミュニ
ケージョン技術、お客様のニーズを把握する
ための技術、高齢や障害を持ったお客様との
接し方等、対人サービス業において活かすこ
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とのできる知識と経験を積むことができたと
感じている。第２の「学習・体験への満足」
においては、福祉、介護の学習を通して人間
に対する勉強ができた、高齢者、障害者の方々
と出会えたことは貴重な体験ができた、人の
事を考える癖をつけることができたとの意見
が聞かれた。また、学習を通して自分自身が
成長し変容することができたとの意見もあっ
た。第３の「企業における福祉と介護」にお
いては、第１に挙げた「知識・経験の活用」
ができるのではないかという確信や、第２の
「学習体験への満足」に関連し生まれるもの
であり、企業内にもさまざまな福祉が存在す
る、福祉は介護現場だけではないという意見
が聞かれた。
Ⅳ． 一般企業、行政職を決断するに至る
過程の一考察
　　～ 介護福祉職を目指さないと決めた
自らの判断～
　作山ら５）の介護福祉専攻学生の入学動機
の報告によると、介護福祉士を目指す学生は、
「人や社会のために役立つ仕事をしたいから」
「やりがいのある仕事だと思ったから」といっ
た志望動機が高い割合で挙げられており、高
い志を持って自らの意思で決断しているケー
スが多いことが示唆される。また、過去にお
けるボランティア体験や身内に介護が必要な
者がいたなどの体験が、将来の仕事へのイ
メージを創造させることは容易であると思わ
れる。
　今回の調査対象者においても、介護が必要
な身内の存在や社会的に必要とされる仕事で
あるという入学動機が存在している。しかし
一方で他者から勧められ、就職には困らない
等の資格の有義性を感じたり、親に対して福
祉、介護の勉強をすることは社会的にも好印
象があるので進学し易いという楽観的な判断
も感じられる。また、必ず卒業後は介護福祉
職に就こうとする強い意志が存在していたわ
けではなく、４年間を学習していく過程にお
いて本当に自分がやりたいと思える仕事であ
るのかどうかを判断していきたいという、将
来や仕事に対して冷静で慎重な姿勢であった
ことが窺い知れる。調査対象者からの「将来、
介護福祉現場に就職しないとしても、福祉や
介護の知識は他の場面でも十分に活用するこ
とができる。」という意見からは、社会で生
きていくために必要な幅広い学習ができると
いうことが、魅力の一つとして考えていたと
いうことが示唆される。
　前述のような思いを抱き入学してきた彼ら
であるが、介護福祉実習におけるさまざまな
体験が介護福祉職という将来像のイメージと
しての思いを揺らし始める。特に大きな影響
を与えるのは、介護実習現場の指導者である
職員からであろう。彼らの言動は実習生に
とっては生きた手本となり、それは自らの将
来の姿なのである。円滑な職員関係を保つこ
とができていない職場では常にギスギスした
雰囲気を感じ、学生の目には作業的で冷淡な
職務姿勢に映り、その場に身を置く実習生と
いう弱い立場にある学生が極度の精神的負担
を感じてしまうことは想像できる。そのよう
な働き難いと感じる介護福祉現場であれば、
自らの将来をイメージすることはできないの
は当然である。筆者が以前に実施した、介護
福祉士養成校卒業後２～16年目の介護福祉
士117名に対するアンケート調査６）における
「離職を思考した動機」では、離職理由とし
ての質問項目「職場での人間関係が悪い」に
65.9％が「ある」と回答している。介護福祉
現場における「良好な人間関係」は、魅力あ
る職場、職種として第一の条件であると言え
よう。
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　以上のような「否定的な職員の言動」「働
き難い施設の雰囲気」「精神的な負担」を経
験すること、さらに体力的に過酷であるとい
う状況が、職業を選択する上で「条件に合わ
ない職場環境」として判断していくことに大
きく影響を与えていると思われる。
　しかし、介護福祉職への強い志を抱いてい
なかった、または介護福祉職への喪失感を感
じたにせよ、自らの判断だけで最終的な結論
を出せるものではない。そこには必ず本人が
抱く思いを肯定的に捉え支えてくれる、親や
同じような境遇にある友人等の精神的な支援
者が存在する。
Ⅴ．決断後の思い
　介護福祉職を目指さないと決意を固めた彼
らには、介護福祉職に就かなくて良いという
安心感や、目標を絞ることができたと自らの
判断の結果に対して、前向きに自らを捉える
ことができるようになってきている。また、
４年間学習した内容や介護福祉実習での経験
は決して無駄にはなっていないという意見を
多く聞くことができた。これは企業や行政に
就業するようになっても、対人サービスとし
てコミュニケーションを通じて相手との関係
を図る上での本質的な部分は同じであり、話
し易い雰囲気を意図的に作り相手がどのよう
なことを望んでいるのかを正しく理解するた
めに重要な傾聴の技術や、その言葉の裏側に
ある真のニーズを捉えることは十分に今後も
活用できるスキルとして学習してきたという
自負がある。
　介護福祉実習で経験した介護過程では、情
報収集、ニーズの把握、計画の立案、実践、
評価という一連の過程を理解することは、今
後仕事をする上で訪れるさまざまな事象の問
題解決を図る方法として、色々な視点からの
アプローチを発想できるという考え方を持つ
ことに繋がっていると思われる。企業、行政
に就職しようとする彼らではあるが、その職
務に活用できるであろう介護福祉学の価値を
見出すには十分である。
　一方、介護福祉士養成校に入学したことへ
の後悔は調査協力者からは聞くことはできな
かった。穏やかな大学の雰囲気、温かみのあ
る学生たちが多く好きであるとも感じてい
る。もし、高校生に戻れるのであれば同じ学
部、学科に再度入学したいとの意見まで聞か
れた。自らの判断を肯定的に捉えることがで
きるようになり、さらにこれまでの学習や体
験がこれから十分に活かすことができるとい
うことへの確信、また、自らを支えてくれた
友人や教員への思いが大学への愛着心となっ
ていることが推察される。
おわりに
　本研究は、介護福祉士養成校に在学する学
生が卒業後の就職先として介護福祉現場以外
を選択することを決して否定するものではな
く、決断をするに至る過程に及ぼす諸要因、
また彼らの介護福祉学を学んだことへの価値
について理解することで、今後の介護福祉士
養成の一資料となることを目的としている。
　介護福祉職以外の職種を選択するまでの過
程においては、彼らのさまざまな思いを感じ
ることができたと考えている。「介護福祉現
場だけに囚われるのではなく、入学からの４
年間を有意義に使い本当に自分のやりたいこ
とを見つけていきたい。」という調査協力者
からの意見からは、仕事に対して一時の感情
や勢いに揺さぶられるのではなく、慎重な判
断をしていきたいという人生に対するとても
真面目な一面が感じられる。また筆者自身、
これまで福祉、介護の学習を通して得た知識
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は他学部、他学科にはない社会でも十分に重
要視されているものであると確信している。
例を挙げるとするならば「生活の視点」であ
る。お客様や住民へ良質のサービスを提供す
る上では、対象者がどのような生活状況にあ
るのかという関心を常に持つことが重要であ
ると考えている。学生たちは養成カリキュラ
ムの中で、十分にその訓練を重ねてきたはず
である。学生が介護福祉学を学んだという誇
りと自信を胸に、それぞれが決断した社会に
おいてその力を十分に発揮し活躍することを
切に願っている。
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